








上気道とくに三叉・舌咽・迷走神経などに知覚を支配されている部位に刺激が加えられる

と、循環器系、呼吸器系その他様々な臓器に色々な変化が惹起されることが知られている

。この変化のひとつである声門閉鎖反射(上気道刺激により内喉頭筋群の声門閉鎖筋が反射

的に収縮する現象)をとりあげ、動物実験によって刺激の閾値、反射の潜時、興奮程度、加

齢による変化などに関して検討した。 


